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Abstract: Japan has supported many Asian countries for preservation of their 
cultural properties, recognizing them as the countries which need serious assistance. 
However, the entire activities of supporting organizations could not be grasped due to 
their individual and separated activities. Thus, Agency of Cultural Affairs of Japan 
made “International Cooperation Consortium Plan for Cultural Properties” in order to 
organize mutual relationship of the organizations. The plan says that the close 
cooperation of NGOs, including private organizations, will be required in the future 
for the international cooperation of cultural properties. However, only a few NGOs 
are engaged in such programs at this moment, and more participation of NGOs would 
be necessary. In this article, the author discusses the possibilities of future 
engagement of NGOs for the international cooperation, taking National Federation of 
UNESCO Association in Japan (NFUAJ) as an example who is one of the major 
members of the consortium. Among the NFUAJ’s activities for the preservation of 
World Cultural Heritage, “Bamiyan Center of Education and Culture” should be paid 
attention. The organization aims at not only the construction of the center but also 
the support for the future management including the seminar for the protection of the 
archaeological site. The seminar is to educate citizens to protect cultural properties 
and this kind of education will be increasingly important in the future. NFUAJ is 
going to take a policy to connect its educational support program and its preservation 
support program of cultural heritages, and the practice of dual support system will be 
possible. Many Japanese NGOs for international cooperation are engaged in 
educational support. NFUAJ’s educational activities for protection of cultural 
heritages might set a good example of NGOs’ new programs in the future, and it 
would extend largely the possibilities of their activities.  
keywords: Preservation, Asia, The World Heritage, NGO, National Federation of 
UNESCO Associations in Japan 
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7 月の時点で 830 件となっている。世界遺産条約で定義されている世界遺産は、不動産が
対象となっており、『文化遺産』、『自然遺産』、『複合遺産』の 3 種類がある。その中でも、
文化遺産の登録数は、644 件と世界遺産全体の約 80％を占めている。この 644 件の中には、
2001 年 3 月に当時のタリバン政権によって破壊され、危機遺産に認定されているアフガニ







































2  これについては、吉井正二〔 1995〕「日本の新たな文化援助の方向―「歴史的環境」の保全をとお
して―」『国際協力研究』（通算 22 号 2）の中では「歴史的文化環境」と記されており、歴史的な
遺産を周辺環境を含めた総体としてとして捉えている。
????
















































































































































































































































































































































































































































































 図１により、支援件数は全体で 249 件あり、その中でも政府機関や大学、及び民間研究
機関による支援が合わせて 120 件と群を抜いて多い。また、企業による支援が 40 件と多か
ったが、これは、カンボジアのアンコールワット遺跡に対する日本の支援チーム『日本国
政府アンコール遺跡救済チーム』（ＪＳＡ）に多数の企業が協力していたためと考えられる。












































































































件あり、全体の約 6％であった。  
資金援助の資金の出所5を集計した結果、研究助成を主に行っている（財）文化財保護・









協力』の 1 件の拠出限度額は３億円で、近年では 2002 年に中国の大明宮含元殿、2003 年
にはウズベキスタンのヒヴァ、ブハラ、シャフリサーブス、サマルカンドその他の地域な
どに適用されている。 
図２：支援形態の各件数（1990 年～2005 年） 
 
4．3ＮＧＯによる国際文化財保護支援について 
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6 田川清編集〔 2002〕『ユネスコ運動ってなに？』名古屋ユネスコ協会（ p.22）によると、「世界寺子  
屋運動」とは、発展途上国の識字普及活動に一般の民間人が協力していこうという運動のことであ  
り、1989 年から始められた。この運動は、世界中の多くの人々に学習の機会と場所を（寺子屋）を  
提供しようという国際協力活動である。こうした国際協力を通じて、相互の社会や文化について学  
び、共に生きる地球社会を実現するための、パートナーシップと国際理解教育を推進する事も目指  
している。また、（社）日本ユネスコ協会連盟〔 2006〕『寺子屋レポート 2006』によると、 2005 年  
度の実績として、支援国数はアフガニスタン・インド・ネパール・バングラデシュ・パキスタン・  
ベトナムの 6 カ国であり、支援プロジェクト数は 8 件、募金総額は１億 2550 万 1217 円となってい  
る。  
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を行う「民間団体」は、特殊法人を含め 2545 団体あり、その内の 1076 団体がアジアで事
業を行っている。また、『国際ＮＧＯダイレクトリー2004』によると、現在、国際協力活動





























が参加し、解体修理が行われていた唐招提寺・金堂において実習を行った。又、2004 年 2 月 21 日か
ら 3 月 4 日までには、アフガニスタンのカブール国立博物館写真部の専門家が、同事務所において
写真技術の研修を受けている。  
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による保護支援の件数 10 件の内の 5 件を占めており、現在、最も多く国際文化財保護支援
を行っているＮＧＯと考えられる。そこで、ここでは同連盟の活動及び同連盟に対する聞





230 団体、青年グループ 14 団体となっている。これら構成団体の構成員を総合した人数は、










月 21 日の日本の国連ユネスコ加盟へと実を結んだ。 
国連加盟国は、自動的にユネスコ加盟国となる権利を持っているが、当時、日本は連合
                                                          
8  これについての正確な収入金額は、（社）日本ユネスコ協会連盟のウェブサイト、○ 2005 年度収  
支決算報告書によると、4125 万 0805 円と記されている。しかし、（社）日本ユネスコ協会連盟によ  
ると、この 4125 万 0805 円には、連盟から世界遺産センターに送る世界遺産基金への募金も含まれ  
ており、純粋な連盟への募金は 4096 万 9800 円ということである。  
9（社）日本ユネスコ協会連盟『 2006 年度ブロック別ユネスコ活動研究会全国共通資料』（p.90）に  
よると、各地ユネスコ協会会員の構成員は、普通会員、特別会員、青少年会員、学生会員、賛助会  
員、維持会員となっている。  

























































小冊子”map of the Gandhara Trail”はユネスコ・イスラマバード事務所とペシャワー
ル大学の協力によるもの。 
④ネパールのカトマンズにあるシュレスタ家・ラジンバンダリ家に対する修復支援 















②発掘された文物の保管拠点1 2  
③現地専門家の育成及び地域住民に対する教育拠点 
連盟は建設に当たり、『バーミヤン文化支援キャンペーン』を展開し、建設資金を募った。






























                                                          
1 1 (社 )日本ユネスコ協会連盟に対する聞き取り調査によると、「アフガニスタン教育文化センター」  
は当初、ユネスコ・カブール事務所が、各国専門家の作業拠点及び現地人材育成の拠点の必要性を  







1 3  この支援は『ユネスコ文化遺産保存日本信託基金』の資金を用いて行われており、また、各関係  
機関が連携しながら支援を行う『文化遺産国際協力コンソーシアム』のモデル事業となっている。  
1 4  アフガニスタンにおける寺子屋運動は、「アフガニスタン復興のためのノンフォーマル教育普及」
として、2002 年度から、カブール県イスタリフ郡、チャラシアブ郡、パルワン県センジットダラに
て行われている。また、上記運動とは別に、「PROTECO ノンフォーマル教育強化プロジェクト」を
JICA との共同事業としてアフガニスタン教育省識字局を様々な面から支援している。  
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実際に、５章の 2 項で記した『国際協力ＮＧＯダイレクトリー2004』によると、全 354
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